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要旨：ヒト細胞内には、主に細胞増殖に作用するERK経路と、様々なストレス刺
激に応答して活性化され、アポトーシス誘導に寄与するストレス応答MAPK
（p38及びJNK）経路という複数のMAPKカスケードが存在する。細胞運命を決
定して生体の恒常性維持を担うこれらMAPK経路の異常が、癌や自己免疫疾患な
どに代表される難治性疾患の病因・病態に密接に関与することが示されている。
私達はこれまでに、MAPK情報伝達システムによる生命機能制御機構の全容解明
を目指して、MAPK経路の活性制御分子、基質分子、およびその下流で発現誘導
される標的遺伝子などを網羅的に同定するとともに、これらMAPK関連分子と疾
病との関連を解明してきた。本セミナーでは、MAPKシグナル伝達ネットワーク
の制御と、その破綻がもたらす疾患発症機構に関する我々の最新の成果を紹介す
る。
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